
魚津三太郎塾 富山県魚津市

実施者：魚津市、富山大学
【協力】富山銀行、富山第一銀行、にいかわ信用金庫、北陸銀行、北國銀行
【後援】アシステム税理士法人、荒井学園、魚津商工会議所、北陸財務局、

中部経済産業局電力・ガス事業北陸支局、富山県新世紀産業機構、 NICE-TV、
富山県中小企業団体中央会、日本政策金融公庫富山支店、北陸職業能力開発大学校

■取組内容
地域の企業後継者を対象とし、10名程度の少人数によるディスカッション

中心の人材育成塾です。約8ヶ月（15限）のカリキュラムで実施し、修了時に
は塾生一人ひとりがそれぞれの本業を活かした新商品、新サービスの発表を
行っています。自ら考え行動する企業人材の育成を目標に、産学官金が連携
して運営する学びの場として，塾生一人ひとりが魚津の地域課題を解決し、
企業の営利活動につながる地域プロジェクトの創造（CSV:共通価値の創造）
を目標としています。

★ポイント・工夫
・塾に関わる行政、大学、金融機関、企業のいずれも、社会的な課題の解決と自社利益や競争力
向上の両立を目指すための共通価値の創造（ＣＳＶ）の場として活用しています。
・地域の異業種交流の場としても機能しており、修了後もコラボ商品の開発などの連携が生まれ
ています。
★課題
地域課題と企業課題に共通価値が創造できるよう、それぞれの課題を深く掘り下げる

ことに時間が必要となります。また、塾生が主体性をもって参加し、成長できるよう過
度な助言や誘導は控えることが必要です。
★成果
平成23年10月の第1期開講以降、第5期までを修了し48名の修了生を輩出しました。修
了生のうち約58.3％が本業の高付加価値化などの取り組みを始めており、それぞれ売り
上げ向上などの成果が現れています。
（参加者の声）
地域性にこだわり、料理を通して地域の特徴や地域の食材を紹介することが店の特徴

となり、業績の黒字化に繋がりました。（第1期修了生：料理店経営）

平成29年度のカリキュラム 主テーマ 「魚津の水循環」
① 講義(1.5h)＋ディスカッション(1.5h)（H29.8 ～ 12）
・高低差4000環境論（２限）
・魚津水循環コミュニティビジネス起業化論（２限）
・コミュニティビジネス育成起業化論（２限）
・地域再生システム（４限）
・ケーススタディ（２限）
② 演習，ミニゼミ（H30.1 ～ 3）
③ 発表（H30.3）

「魚津三太郎塾」講義風景



【実施主体概要】

■取組の背景・地域的特徴

【富山県魚津市】創業支援事業計画認定内容の概要（平成２７年２月２７日認定）

認定連携
創業支援事業者

魚津商工会議所、地元金融機関（魚津市農業協同組合・
富山銀行・富山県信用組合・富山第一銀行・にいかわ信
用金庫・北陸銀行・北國銀行）、日本政策金融公庫、北
陸職業能力開発大学校、アシステム税理士法人、税理士
法人すずかぜ

創業支援策

・ワンストップ相談窓口（独立開業資金相談、新規開業
助成金、中心商店街活性化支援事業助成金）
・魚津三太郎塾
・創業スクール（夢を叶える★にいかわ創業スクール）
・創業セミナー（北陸起業アカデミー）

魚津市
担当課：企画政策課地域資源推進班
所在地：富山県魚津市釈迦堂1-10-1
電話番号：0765-23-1067
HP：http://uozu-santaro.com/index.html

近年、世界的に自然環境への関心が高まり、SDGｓやESG投資などに代表されるように、
企業には環境配慮が謳われつつあります。また、日本は人口減少時代へと突入しました。
これらへの対応は、魚津地域の企業においても重要な課題となっています。魚津市民が現
在の生活水準を維持し、生活している地域が埋没しないためには、産業界や地域のリー
ダーとなる人材の育成が急務と言えます。
一方、魚津市は豊かな自然（特に水資源の量の豊富さや質の高さ）に恵まれています。

それは多くの市民も認識し、その恩恵を享受しています。豊富な水資源は、地形に起因す
ると思われます。片貝川は2,500ｍ級の山から1,000ｍの深海まで、高低差3,500ｍを一
気に流れており、その流域地域は全て魚津市内に含まれています。このような多様な環境
がコンパクトに一つの市にまとまっている地域は世界的にも稀で、地域間競争が叫ばれる
中、他の地域と十分に差別化が図られる特徴です。
このような、得がたい自然環境を始めとした地域資源を活用することや、地域課題を企

業課題として捉え、更なる企業の飛躍を図るケーススタディを実施することにより、将来
の産業界を含む地域リーダーの育成を目指しています。

富山大学
担当課：地域連携推進機構地域連携戦略室
所在地：富山市五福3190
電話番号：076-445-6955
HP：http://www3.u-toyama.ac.jp/chiiki/t-senryaku/index.html

支援担当者からのメッセージ
地域の様々な機関が、本業の持続可能性を高める

ため塾の運営に参加しています。事業の改善や新事
業の構想に本気で取り組む方にはいろいろな支援者
が現れます。一緒に企業の持続可能性を高めてみま
せんか。

魚津市 企画政策課
地域資源推進班 副班長 前田久則
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